
船舶事故等調査報告書 

平成２６年７月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２広第２０４号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２４年９月２５日 １６時３１分ごろ 

発生場所 岡山県倉敷市水島港  

 水島港西１号防波堤灯台から真方位２８７°１.７海里付近 

 （概位 北緯３４°２８.６′ 東経１３３°４２.０′） 

事故等調査の経過  平成２４年１１月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ コンテナ船 HAI
ハ イ

 MEN
メ ン

（中華人民共和国籍）、７,５０３トン 

   ９６１３７７１（ＩＭＯ番号）、MINSHENG SHIPPING CO LTD 

三萬吉
さんまんよし

５、２６７トン Ｂ 貨物船 

   １４１４５６、有限会社三萬吉 

 乗組員等に関する情報 Ａ 不詳 

Ｂ 船長Ｂ、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板に凹損、ハンドレールに曲損 

Ｂ 船首先端部に凹損 

 事故等の経過  Ａ船は、水島港のＪＦＥスチール西日本製鉄所（以下「ＪＦＥ」と

いう。）南側海域を速力（対地速力、以下同じ。）約１２ノット（kn）

で西北西進中、平成２４年９月２５日１６時２３分ごろ徐々に減速

し、１６時３１分ごろ、ＪＦＥ西側の掘下げ水路に入って間もなく、

Ａ船の右舷船尾部とＢ船の船首先端部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか３人が乗り組み、熱延コイル約６８７ｔを積

み、阪神港に向け、１６時１０分ごろＪＦＥ岸壁を離れ、船長Ｂが、

機関を半速力前進にかけて徐々に増速しながら、ＪＦＥ西側の掘下げ

水路を手動操舵で南進した。 

 船長Ｂは、１６時２７分ごろ約１０.９kn の速力で航行中、左舷前

方に前路を横切る態勢で接近するＡ船を認め、Ａ船の船尾方を通過し

ようと思い、直ちに機関を中立とし、その後、機関を後進にかけた。

Ｂ船は、減速しながら、針路を保持して航行中、Ａ船と衝突した。

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

 海象：潮汐 上げ潮の中央期 

分析  

 乗組員等の関与 Ａ 不明、Ｂ あり 

 船体・機関等の関与 Ａ 不明、Ｂ なし 

 



 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

Ａ 不明、Ｂ なし 

 Ａ船は、水島港のＪＦＥ西側の掘下げ水路を西北西進中、右舷船尾

部がＢ船の船首先端部と衝突したものと考えられるが、Ａ船から情報

が得られなかったため、衝突に至った状況を明らかにすることはでき

なかった。 

Ｂ船は、水島港のＪＦＥ西側の掘下げ水路を南進中、船長Ｂが、左

舷前方から接近するＡ船を認め、Ａ船の船尾方を通過しようと思い、

機関を中立とし、その後、機関を後進にかけて減速中、Ａ船と衝突し

たものと考えられる。 

原因  本事故は、水島港のＪＦＥ西側の掘下げ水路において、Ａ船が西北

西進中、Ｂ船が南進中、両船が衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・港内においては、周囲の状況を考慮し、増速には注意すること。

 

 


